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₈ה ₉│⁸ ⅜№∫√ ⌐ ⇔⁸ ∑≡₈ ₉⌐ ─ ≤ ⁸ ╩

⁷⁷⁷ ⁷ ⅝≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷ ⌐ ─ ⁷ќ

⁷⁷⁷⁷⁷⁷ ⌐ ∆╢ ⁷ќ

ה⁷⁷⁷ ─ ⅛╠ ─ ╕≢⌐ ⅜№╣┌⁸₈ ₉⌐ ⌐≡ ╕≢⌐

⁷⁷⁷⁷↕╣√ ⅜№╣┌⁸∕↓⌐ ≢ ⅎ ⇔ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ≤ ⌐ ₈ ₉⌐ ╩

⁷⁷⁷⁷ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה⁷⁷⁷ ─ ⌐│⁸₈ ₉╩₈ ₉ ≤ ⇔≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה⁷⁷⁷ ─ ╩ ↑≡™≡ ⅜⌂™ │⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
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⁷ה ─ ─ ╕√│ ─ ⁸ ╩ ╘≡™╢ ↔≤⌐ ⇔≡ↄ∞↕™
⁷⁷⁷⁷ ↔≤≢│№╡╕∑╪ ⁹
⁸⅔⌂⁷ה⁷⁷⁷ ╛☻כ◖╡╟⌐ ⌐ ╩ ╘≡™╢ │⁸ ↕╣≡™╢
⁷⁷⁷⁷ ≢№╣┌₈ ₉⁸ ≢№╣┌₈ ₉ ╛☻כ◖─╠╣⧵⁸⅛╒─ ≢╙ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
⁷⁷⁷⁷∕─ ⱨ□▬ꜟ╩ ⇔ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
⁷ה⁷⁷⁷ │⁸ ─ ─ ─ ╩ ⅎ≡ ∆╢ ╕≢─ ≢∆⅜⁸
⁷⁷⁷⁷ ╩ ⅎ≡™⌂™ │ ⌐ ╦∑≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜ ─ ⌐│ ╩ ⇔⁸
⁷⁷⁷⁷ ─ ⌐│⁸ ╩ ↑≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌐≈™≡│⁸₈ ┘ ₉ ⌐ ╘╠╣╢₈ₐ ₑ─ ™╦╝╢

⁷⁷⁷⁷₈ ⱦ◙₉ ⌐╟╡⁸ ⅜ ─ ╩ ╗⁹ ⁸ ⁸ ⁸

⁷⁷⁷⁷ ┘ ⅜ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ╩ ∆╢ ⌐⅔™≡ ╩ ↑╢ ₉╩

⁷⁷⁷⁷ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌂≥⁸ ⌐ ╘≡™⌂™ ⌐≈™≡│ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷

⁷ ∕─ ─ ∕─ ─ ∕─ ─ ∕─ ─ ∕─ ─

85 61

(⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) ( ) ( ) ( ) ( )

[ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

75 52

(⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) ( ) ( ) ( ) ( )

[ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

32 25

(⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) ( ) ( ) ( ) ( )

[ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

18 15

(⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) (⁷ ⁷) ( ) ( ) ( ) ( )

[ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ ⁷ ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

⁷ה ─５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

⁷ה⁷⁷⁷ ⁷ ⌐│⁸ ─ ⌐≈™≡ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ╩ ≢ ∫≡

⁷⁷⁷⁷™╢ ⌐│⁸((  )) ⅝≤∆╢⌂≥⇔⁸∕─ ╩₈ ₉⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜⌂™ ⌐│

⁷⁷⁷⁷₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ │ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

[ ⁷ ]⁷ה⁷⁷⁷ ⌐│⁸ ─ ⌐≈™≡ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜⌂™ ⌐│₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⌐ ™ ╩ ↕∑╢ │⁸ ≤∕─ ─ ─ ╩ ↑≡™╢

⁷⁷⁷⁷ ⌐ ↑≡ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─╖─ ─ │⁸∕─ ─ │₈ ₉╩ ⇔≡

⁷⁷⁷⁷ↄ∞↕™⁹╕√⁸∕─ ─ ⌐ ╩ ↑≡™╢ │⁸ ⌐∕─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐≈™≡│⁸ ─ ≤∕─ ╩ ⇔√ ⁸ ≢ ⇔≡

⁷⁷⁷⁷ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ─ │ ╩ ╡ ≡⁸ ╕≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐│⁸ ⅛╠ ╕≢─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ─ │₈ ₉≤ ⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ╩ ⅎ≡ ╩ ∆╢ │⁸

⁷⁷⁷⁷ ⅛╠ ⇔√ ⌐ ∆╢ ─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ה⁷⁷⁷ ⅛╠ ╕≢─ ₉│⁸ ╩ ⅎ≡ ╩ ∆╢ ─╖

⁷⁷⁷⁷ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ╩ ⅎ≡™⌂™ │₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ ᵒ⁷ ─ ─



⁷ ∕─ ─ ∕─ ─ ∕─ ─ ∕─ ─ ∕─ ─

10 8

[⁷ ⁷] [⁷ ⁷] [⁷ ⁷] [⁷ ⁷] [⁷⁷ ] [⁷ ⁷] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

⁷⁷ ⁷⁷ ⁷⁷ ⁷⁷ ⁷⁷ ⁷⁷ ( ) ( ) (1) ( )

8 18

[⁷⁷ ] [⁷ ⁷] [⁷⁷ ] [⁷ ⁷] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

⁷⁷ ⁷⁷ ⁷⁷ ⁷⁷ ( ) ( ) (1) ( )

5

[⁷⁷ ] [⁷ ⁷] [ - ] [ - ]

⁷⁷ ⁷⁷ ( ) ( )

ה⁷⁷ ⁷

⁷ה 年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

[ ⁷ ]⁷ה⁷⁷⁷ ⌐│⁸ ─ ⌐≈™≡ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜⌂™ ⌐│₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה⁷⁷⁷ ⁷ ⌐│⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜⌂™ ⌐│₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ╛ ╙ ╘≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹∕─ ⁸ ⌐ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⌐ ™ ╩ ↕∑╢ │⁸ ≤∕─ ─ ─ ╩ ↑≡™╢

⁷⁷⁷⁷ ⌐ ↑≡ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─╖─ ─ │⁸∕─ ─ │₈ ₉╩ ⇔≡

⁷⁷⁷⁷ↄ∞↕™⁹╕√⁸∕─ ─ ⌐ ╩ ↑≡™╢ │⁸ ⌐∕─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐≈™≡│⁸ ─ ≤∕─ ─ ╩ ⇔√ ⁸ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ⁷2⁷

18

⁷ ᵓ⁷ ─ ─

2 2 ⌐│ ╩

3 2 │ 3 ─
8 ╩ ╗⁹

⁷⁷⁷⁷⁷

31

[⁷⁷⁷ ⁷] [⁷⁷⁷⁷ ] [⁷⁷⁷⁷ ] [⁷ ⁷][⁷ ⁷]

⁷ ⁷⁷⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷⁷ 

3



⁷ ᵔ⁷ ─ ─

人 人 平成２９年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 2 人 0 人 就職(2人)

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

2 人 2 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

⁷ ᵕ⁷ ─ ↔≤─ ─

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 0

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 2
令和２年度の在学者数（ｂ） 18

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 31

̿



ₒ ₓ

⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷

3①
②④

1 0 0 0 0 兼5
3②
③④

1 0 0 0 0 兼10

3② 1 0 0 0 0 兼7 3② 1 0 0 0 0 兼5

3④ 1 0 0 0 0 兼6 3④ 1 0 0 0 0 兼6

3① 1 0 0 0 0 兼8 3①② 1 0 0 0 0 兼8

3③ 1 0 0 0 0 兼7 3③④ 1 0 0 0 0 兼6

3② 2 0 0 0 0 兼3 3後 2 0 0 兼3

3② 1 0 0 0 0 兼4 3前 1 0 0 0 0 兼4

3①② 1 0 0 0 0 兼2
3①
②③
④

1 0 0 0 0 兼4

3③ 1 0 0 0 0 兼9 3③ 1 0 0 0 0 兼8

3②③ 2 0 0 0 0 兼1
3②
前後

2 0 0 0 0 兼3

3② 2 0 0 0 0 兼1 3前 2 0 0 0 0 兼1

3②
④

2 0 0 0 0 兼1
3前
④

2 0 0 0 0 兼2

3① 2 0 0 0 0 兼3 3前 2 0 0 0 0 兼1

3①③ 1 0 0 0 0 兼1
3①
前後

1 0 0 0 0 兼1

3① 1 0 0 0 0 兼1 3① 1 0 0 0 0 兼1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 兼53 － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼63

3④ 2 0 0 0 0 兼15 3④ 2 1 0 0 0 兼40

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼15 － 2 0 0 1 0 0 0 0 兼40

1① 2 1 0 0 0 兼0 1前 2 1 0 0 0 兼0

1② 2 1 0 0 0 兼0 1前 2 1 0 0 0 兼0

1前 2 1 0 0 0 兼0 1前 2 1 0 0 0 兼0

1③ 2 1 0 0 0 兼0 1後 2 1 0 0 0 兼0

1後 2 1 0 0 0 兼0 1後 2 1 0 0 0 兼0

1② 1 1 0 0 0 兼0 1② 1 1 0 0 0 兼0

1③ 1 1 0 0 0 兼0 1③ 1 1 0 0 0 兼0

1④ 1 1 0 0 0 兼0 1④ 1 1 0 0 0 兼0

1後 2 0 0 0 0 兼1 1後 2 0 1 0 0 0

1① 1 1 0 0 0 兼0 1① 1 1 0 0 0 兼0

1② 1 1 0 0 0 兼0 1② 1 1 0 0 0 兼0

1③ 1 1 0 0 0 兼0 1③ 1 1 0 0 0 兼0

1④ 1 1 0 0 0 兼0 1④ 1 1 0 0 0 兼0

1前 2 1 0 0 0 兼0 1前 2 1 0 0 0 兼0

1後 2 1 0 0 0 兼0 1後 2 1 0 0 0 兼0

1② 1 6 0 0 0 兼0 1② 1 6 0 0 0 兼0

1③ 1 6 0 0 0 兼0 1③ 1 6 0 0 0 兼0

1④ 1 7 0 0 0 兼0 1④ 1 7 0 0 0 兼0

1① 1 2 0 1 0 兼0 1① 1 2 1 1 0 兼0

2① 1 1 0 0 0 兼0 2① 1 1 0 0 0 兼0

2② 1 1 0 0 0 兼0 2② 1 1 0 0 0 兼0

持
続
可
能
な
発
展
科
目

研究科
共通科

目

研究科
共通科

目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

憲法１

憲法２

基礎演習１

基礎演習２

基礎演習３

法学概論

民法演習１Ａ

民法演習１Ｂ

民法４

会社法１

会社法２

会社法３

民事訴訟法

刑法Ａ演習

刑法Ａ

刑法Ｂ

刑法Ｂ演習

Hiroshimaから世界平
和を考える

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

SDGsへの学問的アプ
ローチＡ

SDGsへの学問的アプ
ローチＢ

SDGsへの実践的アプ
ローチ

ダイバーシティの理
解

データリテラシー

医療情報リテラシー

人文社会系キャリア
マネジメント

理工系キャリアマネ
ジメント

ストレスマネジメン
ト

情報セキュリティ

アントレプレナー
シップ概論

小計（15科目）

MOT入門

人間社会科学特別講
義

民法１Ａ

小計（1科目）

民法１Ｂ

民法２

民法３

民法２

民法３

民法４

会社法１

会社法２

会社法３

民事訴訟法

刑法Ａ演習

刑法Ｂ

刑法Ｂ演習

憲法１

憲法２

Hiroshimaから世界平
和を考える

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

SDGsへの学問的アプ
ローチＡ

SDGsへの学問的アプ
ローチＢ

SDGsへの実践的アプ
ローチ

ダイバーシティの理
解

データリテラシー

医療情報リテラシー

ₒ │ ₓ

Ū

─

─ ─

ה─ה

Ʊ ǵ

˲ ̝ ἶ Ʊὕҵ ἶᾐ ᾐ ἶ̬

アントレプレナー
シップ概論

小計（15科目）

人間社会科学特別講
義

刑法Ａ

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

基礎演習１

基礎演習２

基礎演習３

法学概論

民法演習１Ａ

民法演習１Ｂ

民法１Ａ

民法１Ｂ

小計（1科目）

大
学
院
共
通
科
目

人文社会系キャリア
マネジメント

理工系キャリアマネ
ジメント

ストレスマネジメン
ト

情報セキュリティ

MOT入門

大
学
院
共
通
科
目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目
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2① 1 1 0 0 0 兼0 2① 1 1 0 0 0 兼0

2② 1 1 0 0 0 兼0 2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 1 0 0 0 兼0 2③ 1 1 0 0 0 兼0

2④ 1 1 0 0 0 兼0 2④ 1 1 0 0 0 兼0

2後 2 1 0 0 0 兼0 2後 2 1 0 0 0 兼0

2② 1 1 0 0 0 兼0 2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 1 0 0 0 兼0 2③ 1 1 0 0 0 兼0

2④ 1 1 0 0 0 兼0 2④ 1 1 0 0 0 兼0

3① 1 1 0 0 0 兼0 3① 1 1 0 0 0 兼0

2前 2 0 0 0 0 兼1 2前 2 0 1 0 0 0

2後 2 0 0 0 0 兼1 2後 2 0 1 0 0 0

2② 1 1 0 0 0 兼0 2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 1 0 0 0 兼0 2③ 1 1 0 0 0 兼0

2① 1 0 1 0 0 兼0 2① 1 0 1 0 0 兼0

2③ 1 0 1 0 0 兼0 2③ 1 0 1 0 0 兼0

2② 1 0 1 0 0 兼0 2② 1 0 1 0 0 兼0

2④ 1 0 1 0 0 兼0 2④ 1 0 1 0 0 兼0

2前 2 1 0 0 0 兼0 2前 2 1 0 0 0 兼0

2後 2 1 0 0 0 兼0 2後 2 1 0 0 0 兼0

2① 1 1 0 0 0 兼0 2① 1 1 0 0 0 兼0

2後 2 1 0 0 0 兼0 2後 2 1 0 0 0 兼0

3②③ 1 5 0 0 0 兼2 3②③ 1 5 1 0 0 兼1

3②③ 1 1 1 0 0 兼0 3②③ 1 1 1 0 0 兼0

3②③ 1 2 0 0 0 兼0 3②③ 1 2 0 0 0 兼0

2① 1 1 0 0 0 兼0 2① 1 1 0 0 0 兼0

2④ 1 1 0 0 0 兼0 2④ 1 1 0 0 0 兼0

3③ 1 2 0 0 0 兼0 3③ 1 2 0 0 0 兼0

3④ 1 2 0 0 0 兼1 3④ 1 2 0 0 0 兼1

3③ 1 4 0 0 0 兼2 3③ 1 4 1 0 0 兼1

3③ 1 2 0 0 0 兼0 3④ 1 2 0 0 0 兼0

3④ 1 2 0 0 0 兼0 3④ 1 2 0 0 0 兼0

3③ 1 2 0 0 0 兼0 3③ 1 2 0 0 0 兼0

3③ 1 1 0 0 0 兼0 3④ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 0 1 0 0 兼0 3④ 1 0 1 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0 3④ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0 3④ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0 3④ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0 3④ 1 1 0 0 0 兼0

－ 59 14 0 81 6 1 0 0 兼8 － 59 14 0 81 12 1 0 0 兼3

2前 2 2 0 0 0 兼0 2前 2 2 0 0 0 兼0

3前 2 2 0 0 0 兼1 3前 2 2 0 0 0 兼1

2② 1 2 0 0 0 兼1 2② 1 2 0 0 0 兼1

2③ 1 2 0 0 0 兼1 2③ 1 2 0 0 0 兼1

3① 2 1 0 0 0 兼1 3前 2 1 0 0 0 兼1

3① 1 1 0 0 0 兼0 3① 1 1 0 0 0 兼0

3前 1 1 0 0 0 兼0 3前 1 1 0 0 0 兼0

2後 1 1 0 0 0 兼0 2後 1 1 0 0 0 兼0

2後 2 2 0 0 0 兼0 2後 2 2 0 0 0 兼0

3① 1 1 0 0 0 兼0 3① 1 1 0 0 0 兼0

3前 2 1 0 0 0 兼0

3② 1 0 0 0 0 兼2

－ 9 5 0 15 0 0 0 0 兼4 － 9 8 0 16 0 0 0 0 兼6

2前 2 0 0 1 0 兼0 2前 2 0 0 1 0 兼0

3後 2 0 0 1 0 兼0 3後 2 0 0 1 0 兼0

2後 2 0 0 0 0 兼1 2後 2 0 0 0 0 兼1

2前 2 0 0 0 0 兼1 2前 2 0 0 0 0 兼1

2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 2 0 0 0 兼0

－ 0 8 0 0 0 2 0 0 兼2 － 0 10 0 3 0 2 0 0 兼2

2後 2 0 0 0 0 兼1 2後 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1 3前 2 0 0 0 0 兼1

3後 2 0 0 0 0 兼1 3後 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1 3前 2 0 0 0 0 兼1

3後 2 0 0 0 0 兼1 3後 2 0 0 0 0 兼1

3後 2 1 0 0 0 兼0 3前 2 1 0 0 0 兼0

2後 2 0 0 0 0 兼1 2後 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1 3前 2 0 1 0 0 0

2前 2 0 0 0 0 兼1 2前 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1 3前 2 0 0 0 0 兼1

2後 2 1 0 0 0 兼0 2後 2 1 0 0 0 兼0

3前 2 1 0 0 0 兼0 3前 2 1 0 0 0 兼0

法
律
基
本
科
目
群

法
律
基
本
科
目
群

実
務
基
礎
科
目
群

実
務
基
礎
科
目
群

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
群

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
群

展
開
・
先
端
科
目
群

展
開
・
先
端
科
目
群

国際私法・取引法

民事執行保全法

倒産処理法１

倒産処理法２

労働法１

労働法２

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

アジア法１

アジア法２

小計（6科目）

消費者法

不動産登記法

債権回収法

知的財産法１

エクスターンシップ

知的財産法２

企業金融法

法曹倫理２

ローヤリング

臨床法務

公法実務基礎

小計（12科目）

法的思考法

法理学

政治学

法社会学

重点演習（刑事法理
論研究）

小計（59科目）

法曹倫理１

法文書作成

民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎

）0 0 0 0



3後 2 1 0 0 0 兼0 3後 2 1 0 0 0 兼0

3前 2 1 0 0 0 兼0 3前 2 1 0 0 0 兼0

3前 2 0 0 0 0 兼1

－ 0 28 0 5 0 0 0 0 兼8 － 0 30 0 5 1 0 0 0 兼9

3前 2 0 0 0 0 兼2

2② 1 1 0 0 0 兼0 0 兼0

2③ 1 2 0 0 0 兼0 0 兼0

3前 2 1 0 0 0 兼0

3前 1 0 0 0 0 兼2

－ 0 7 0 4 0 0 0 0 兼4 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ 68 62 0 105 6 3 0 0 兼27 － 68 62 0 105 13 3 0 0 兼20

－ 70 82 0 15 1 1 0 0 兼85 － 70 82 0 15 2 1 0 0 兼112

特
別
講
義

特
別
講
義

修了に必要な単位数を103単位以上とし，以下のとおり，単位を修得すること。
修了要件

修了に必要な単位数を103単位以上とし，以下のとおり，単位を修得すること。
修了要件

小計（0科目）

小計（92科目）

合計（108科目）

労働法演習

社会保障法

税法

小計（15科目）

小計（92科目）

合計（108科目）

社会保障法

小計（14科目）

税法

アジア法１

アジア法２

臨床法務

公法実務基礎

小計（5科目）

卒業要件及び履修方法

労働法演習

卒業要件及び履修方法

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通科

目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリテラ

シー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 2 単位 
「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

プログラム専

門科目 

法律基本科目群 
61 単位 
以上 

「必修」：59 単位 
「選択必修」 
刑法演習１：1 単位 
刑法演習２：1 単位 
から 1 科目 
重点演習（公法１）：1 単位 
重点演習（公法２）：1 単位 
重点演習（民事法１）：1 単位 
重点演習（民事法２）：1 単位 
重点演習（民事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法１）：1 単位 
重点演習（刑事法２）：1 単位 
重点演習（刑事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法４）：1 単位 
重点演習（公法理論研究）：1 単位 
重点演習（民事法理論研究）：1 単位 
重点演習（刑事法理論研究）：1 単位 
から 1 科目 

実務基礎科目群 
10 単位 
以上 

「必修」 
法曹倫理１：2 単位 
法文書作成：2 単位 
民事訴訟実務基礎１：1 単位 
民事訴訟実務基礎２：1 単位 
刑事訴訟実務基礎：2 単位 
模擬裁判：1 単位 
 
「選択必修」 
リーガル・クリニック：1 単位 
エクスターンシップ：1 単位 
から 1 科目 

基礎法学・隣接科目群 
4 単位 
以上 

 

展開・先端科目群 
12 単位 
以上 

 

科目群指定なし 
12 単位 
以上 

実務基礎科目群 
基礎法学・隣接科目群 
展開・先端科目群 
から 5 単位以上 

合計 
103 単位 
以上 

  

 

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通科

目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリテラ

シー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 2 単位 
「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

プログラム専

門科目 

法律基本科目群 
61 単位 
以上 

「必修」：59 単位 
「選択必修」 
刑法演習１：1 単位 
刑法演習２：1 単位 
から 1 科目 
重点演習（公法１）：1 単位 
重点演習（公法２）：1 単位 
重点演習（民事法１）：1 単位 
重点演習（民事法２）：1 単位 
重点演習（民事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法１）：1 単位 
重点演習（刑事法２）：1 単位 
重点演習（刑事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法４）：1 単位 
重点演習（公法理論研究）：1 単位 
重点演習（民事法理論研究）：1 単位 
重点演習（刑事法理論研究）：1 単位 
から 1 科目 

実務基礎科目群 
10 単位 
以上 

「必修」 
法曹倫理１：2 単位 
法文書作成：2 単位 
民事訴訟実務基礎１：1 単位 
民事訴訟実務基礎２：1 単位 
刑事訴訟実務基礎：2 単位 
模擬裁判：1 単位 
 
「選択必修」 
リーガル・クリニック：1 単位 
エクスターンシップ：1 単位 
から 1 科目 

基礎法学・隣接科目群 
4 単位 
以上 

 

展開・先端科目群 
12 単位 
以上 

 

科目群指定なし 
12 単位 
以上 

実務基礎科目群 
基礎法学・隣接科目群 
展開・先端科目群 
から 5 単位以上 

合計 
103 単位 
以上 
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ₒ ₓ

⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷

3②
③④

1 0 0 0 0 兼9

3② 1 0 0 0 0 兼6

3④ 1 0 0 0 0 兼6

3①② 1 0 0 0 0 兼8

3③④ 1 0 0 0 0 兼7

3後 2 0 0 0 0 兼3

3前 1 0 0 0 0 兼4

3①② 1 0 0 0 0 兼2

3③ 1 0 0 0 0 兼7

3②③ 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1

3②④ 2 0 0 0 0 兼2

3前 2 0 0 0 0 兼3

3①② 1 0 0 0 0 兼1

3前 1 0 0 0 0 兼1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 兼57

3④ 2 0 0 0 0 兼15

－ 2 0 0 0 0 0 0 0 兼15

1① 2 1 0 0 0 兼0

1② 2 1 0 0 0 兼0

1前 2 1 0 0 0 兼0

1③ 2 1 0 0 0 兼0

1後 2 1 0 0 0 兼0

1② 1 1 0 0 0 兼0

1③ 1 1 0 0 0 兼0

1④ 1 1 0 0 0 兼0

1後 2 0 1 0 0 0

1① 1 1 0 0 0 兼0

1② 1 1 0 0 0 兼0

1③ 1 1 0 0 0 兼0

1④ 1 1 0 0 0 兼0

1前 2 1 0 0 0 兼0

1後 2 1 0 0 0 兼0

1② 1 6 0 0 0 兼0

1③ 1 6 0 0 0 兼0

1④ 1 7 0 0 0 兼0

1① 1 2 1 1 0 兼0

2① 1 1 0 0 0 兼0

2② 1 1 0 0 0 兼0

2① 1 1 0 0 0 兼0

2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 1 0 0 0 兼0

2④ 1 1 0 0 0 兼0

2後 2 1 0 0 0 兼0

2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 1 0 0 0 兼0

2④ 1 1 0 0 0 兼0

3① 1 1 0 0 0 兼0

2前 2 0 1 0 0 0

2後 2 0 1 0 0 0

2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 1 0 0 0 兼0

2① 1 0 1 0 0 兼0

2③ 1 0 1 0 0 兼0

持
続
可
能
な
発
展
科
目

法
律
基
本
科
目
群

商事法演習２Ｂ

民事手続法１

民事手続法２

刑法Ｃ

刑法Ｃ演習

刑事訴訟法１

刑事訴訟法２

民法演習１Ｂ

民法演習２Ａ

民法演習２Ｂ

民法演習３Ａ

民法演習３Ｂ

民法演習４

商事法演習１Ａ

商事法演習１Ｂ

商事法演習２Ａ

大
学
院
共
通
科
目

Hiroshimaから世界平
和を考える

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

SDGsへの学問的アプ
ローチＡ

SDGsへの学問的アプ
ローチＢ

SDGsへの実践的アプ
ローチ

ダイバーシティの理
解

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

データリテラシー

医療情報リテラシー

人文社会系キャリア
マネジメント

理工系キャリアマネ
ジメント

ストレスマネジメン
ト

情報セキュリティ

MOT入門

アントレプレナー
シップ概論

小計（15科目）

会社法３

民事訴訟法

小計（1科目）

民法演習１Ａ

刑法Ａ

刑法Ａ演習

研究科
共通科

目

憲法２

基礎演習１

基礎演習２

基礎演習３

法学概論

会社法２

─

─

ה

人間社会科学特別講
義

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

民法１Ａ

民法１Ｂ

民法２

民法３

民法４

会社法１

刑法Ｂ

刑法Ｂ演習

憲法１
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2② 1 0 1 0 0 兼0

2④ 1 0 1 0 0 兼0

2前 2 1 0 0 0 兼0

2後 2 1 0 0 0 兼0

2① 1 1 0 0 0 兼0

2後 2 1 0 0 0 兼0

3②③ 1 5 1 0 0 兼1

3②③ 1 1 1 0 0 兼0

3②③ 1 2 0 0 0 兼0

2① 1 1 0 0 0 兼0

2④ 1 1 0 0 0 兼0

3③ 1 2 0 0 0 兼0

3④ 1 2 0 0 0 兼1

3③ 1 4 1 0 0 兼1

3③ 1 2 0 0 0 兼0

3④ 1 2 0 0 0 兼0

3③ 1 2 0 0 0 兼0

3③ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 0 1 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0

3④ 1 1 0 0 0 兼0

－ 59 14 0 81 12 1 0 0 兼3

2前 2 2 0 0 0 兼0

3前 2 2 0 0 0 兼1

2② 1 2 0 0 0 兼1

2③ 1 2 0 0 0 兼1

3① 2 1 0 0 0 兼1

3① 1 1 0 0 0 兼0

3前 1 1 0 0 0 兼0

2後 1 1 0 0 0 兼0

2後 2 2 0 0 0 兼0

3① 1 1 0 0 0 兼0

3後 2 1 0 0 0 兼0

3後 1 0 0 0 0 兼2

－ 9 8 0 16 0 0 0 0 兼6

2前 2 0 0 1 0 兼0

3後 2 0 0 1 0 兼0

2後 2 0 0 0 0 兼1

2前 2 0 0 0 0 兼1

2② 1 1 0 0 0 兼0

2③ 1 2 0 0 0 兼0

－ 0 10 0 3 0 2 0 0 兼2

2後 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1

3後 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1

3後 2 0 0 0 0 兼1

3後 2 1 0 0 0 兼0

2後 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 1 0 0 0

2前 2 0 0 0 0 兼1

3前 2 0 0 0 0 兼1

2後 2 1 0 0 0 兼0

3前 2 1 0 0 0 兼0

3後 2 1 0 0 0 兼0

3前 2 1 0 0 0 兼0

3前 2 0 0 0 0 兼2

－ 0 30 0 5 1 0 0 0 兼10

0 兼0

0 兼0
特
別
講
義

消費者法

不動産登記法

債権回収法

知的財産法１

知的財産法２

企業金融法

国際私法・取引法

民事執行保全法

倒産処理法１

倒産処理法２

労働法１

労働法２

労働法演習

社会保障法

税法

小計（14科目）

展
開
・
先
端
科
目
群

臨床法務

公法実務基礎

小計（10科目）

法的思考法

法理学

政治学

法社会学

アジア法１

アジア法２

小計（4科目）

実
務
基
礎
科
目
群

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
群

重点演習（民事法
１）

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

重点演習（民事法
２）

重点演習（民事法
３）

重点演習（刑事法
１）

重点演習（刑事法
２）

重点演習（刑事法
３）

重点演習（刑事法
４）

重点演習（公法理論
研究）

重点演習（民事法理
論研究）

重点演習（刑事法理
論研究）

小計（59科目）

法曹倫理１

法文書作成

民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２

刑事訴訟実務基礎

模擬裁判

リーガル・クリニッ
ク

エクスターンシップ

法曹倫理２

行政法１

行政法２

ローヤリング

憲法演習１

憲法演習２

民事法総合演習

刑事法総合演習

公法総合演習

刑法演習１

刑法演習２

重点演習（公法１）

重点演習（公法２）

刑事訴訟法１演習

刑事訴訟法２演習
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－ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ 68 62 0 105 13 3 0 0 兼21

－ 70 82 0 15 2 1 0 0 兼86

⁷ה ─５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

│  ה⁷⁷⁷ ─ ∕─ ─ ⌐ ∂≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

─  ה⁷⁷⁷ │₈ ─ ⌐ ╢ ─ ⅝₉─₈ ─ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ ה⁷⁷⁷ │ ₉⌐│ │ ─ ≡ ⁸ ⅜ ∆╢ ╩ ╗⁹ ╩

⁷⁷⁷⁷ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹∕─ ≢⁸ ⌐≈™≡│⁸ │ ⅛╠ ≤⌂∫≡™╢ │ ─ ≤⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⅜™⌂⅛∫√√╘⌐ ≤⌂∫√ ⌐≈™≡╙ ─ ╤⌐₈ ₉≤⇔≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ Ɑכ☺ ⌐│ │ ≤ ≈─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌂ ≢№╣┌ ─ │ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ≈─ ⅜ Ɑכ☺⌐ ↕╣╢╟℮⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⁸₈ ⁸ │ ⌐╟╢ ₉⌐│₈ₒβₓ₉⁸₈ ₉⌐╟╢ ⌐│₈ₒ ₓ₉⁸

⁷⁷⁷⁷⁷₈ ₉⌐╟╢ ⌐│₈ₒ ₓ₉╩ ─ ─ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

卒業要件及び履修方法

修了に必要な単位数を103単位以上とし，以下のとおり，単位を修得すること。
修了要件

小計（0科目）

小計（92科目）

合計（108科目）

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通科

目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリテラ

シー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 2 単位 
「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

プログラム専

門科目 

法律基本科目群 
61 単位 
以上 

「必修」：59 単位 
「選択必修」 
刑法演習１：1 単位 
刑法演習２：1 単位 
から 1 科目 
重点演習（公法１）：1 単位 
重点演習（公法２）：1 単位 
重点演習（民事法１）：1 単位 
重点演習（民事法２）：1 単位 
重点演習（民事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法１）：1 単位 
重点演習（刑事法２）：1 単位 
重点演習（刑事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法４）：1 単位 
重点演習（公法理論研究）：1 単位 
重点演習（民事法理論研究）：1 単位 
重点演習（刑事法理論研究）：1 単位 
から 1 科目 

実務基礎科目群 
10 単位 
以上 

「必修」 
法曹倫理１：2 単位 
法文書作成：2 単位 
民事訴訟実務基礎１：1 単位 
民事訴訟実務基礎２：1 単位 
刑事訴訟実務基礎：2 単位 
模擬裁判：1 単位 
 
「選択必修」 
リーガル・クリニック：1 単位 
エクスターンシップ：1 単位 
から 1 科目 

基礎法学・隣接科目群 
4 単位 
以上 

 

展開・先端科目群 
12 単位 
以上 

 

科目群指定なし 
12 単位 
以上 

実務基礎科目群 
基礎法学・隣接科目群 
展開・先端科目群 
から 5 単位以上 

合計 
103 単位 
以上 
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ₒ ₓ

ₒ ₓ

⌐ ᵑכ  ה ↕╣√ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ─ ─ ⁸

⁷⁷⁷⁷ ─ ⁸ ─ ⌂≥ ╩ ⅝≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜⌂™ │₈ ⌐⌂⇔⁹₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌐│⁸ ─ ╛ ⌐≈™≡│ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌂ ≢№╣┌ ─ │ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה ◖꜡♫►▫ꜟ☻ ─√╘Microsoft♅כⱶ╩ ⇔√Web ≢ ∆╢╩ ⇔√↓≤⌐ ™,Web ⅜ ⌂ ─
₈ ₉╩ ⌐ ∆╢↓≤≤⇔ ₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹

ה ─ ╩ ╢√╘ ≢№╢₈ ₉─ ─ ╩ ₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ₉ ┘₈ ₉─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈▪☺▪ ₉ ┘₈▪☺▪ ₉─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ₉─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ⌐╟╡ ₈ ₉₈ ₉₈ ₉₈ ₉─ ─ ╩₈
₉⅛╠₈ ₉⌐ ₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ה ⌐╟╡ ₈ ₉₈ ₉─ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉
     ⌐ ₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐

⁷⁷⁷⁷

ū ǲ ǠȒẀ Кὦ

ה ─ ─ ┘ ─ ─√╘ ₈Hiroshima⅛╠ ╩ ⅎ╢₉─ ╩₈ ᵑᵒᵔ₉⅛╠₈ ᵒᵓᵔ₉⌐
─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ה ─ ⌐╟╡ ₈Japanese Experience of Social Development- Economy, Infrastructure, and Peace₉─ ─ ╩₈
ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈SDGs┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ ₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ᵑᵒ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈SDGs┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ ₉─ ╩₈ ᵓ₉⅛╠₈ ᵓᵔ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈SDGs┼─ ▪ⱪ꜡₉♅כ─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈♄▬Ᵽכ◦♥▫─ ₉─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ─₉כ◦ꜝ♥ꜞ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ─√╘ ₈☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ☿◐ꜙꜞ♥▫₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈MOT ₉─ ╩₈ ᵑᵓ₉⅛╠₈ ᵑᵒ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈▪fi♩꜠ⱪ꜠♫כ◦♇ⱪ ₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹

⁷⁷⁷⁷

56

⁷⁷⁷⁷

─

[⁷0⁷] [⁷0⁷]

0

[⁷0⁷]

108

[⁷0⁷]

52

⁷⁷⁷⁷

ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
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ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈▪☺▪ ₉ ┘₈▪☺▪ ₉─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ₉─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ⌐╟╡ ₈ ₉₈ ₉₈ ₉₈ ₉─ ─ ╩₈
₉⅛╠₈ ₉⌐ ₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ה ⌐╟╡ ₈ ₉₈ ₉─ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉
 ⌐ ₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ה     ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

0 10852 56

ה ─ ─ ┘ ─ ─√╘ ₈Hiroshima⅛╠ ╩ ⅎ╢₉─ ╩₈ ᵑᵒᵔ₉⅛╠₈ ᵒᵓᵔ₉⌐
─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה 10₉⌐ ⁹

ה ─ ⌐╟╡ ₈Japanese Experience of Social Development- Economy, Infrastructure, and Peace₉─ ─ ╩₈
ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈SDGs┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ ₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ᵑᵒ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈SDGs┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ ₉─ ╩₈ ᵓ₉⅛╠₈ ᵓᵔ₉⌐ ─ ⇔⌐╟╡

─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈SDGs┼─ ▪ⱪ꜡₉♅כ─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈♄▬Ᵽכ◦♥▫─ ₉─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ─₉כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦₈ ╩₈ ᵑᵒ₉⅛╠₈ ᵑᵒᵓᵔ₉⌐ ─ ⇔⌐╟╡
─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ─₉כ◦ꜝ♥ꜞ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ᵒᵓ₉⅛╠₈ ᵒ ₉⌐ ─ ╩
₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ┘ ─ ─√╘ ₈☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ᵒᵔ₉⅛╠₈ ᵔ₉⌐

─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ┘ ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ☿◐ꜙꜞ♥▫₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ₉⌐ ─
╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈MOT ₉─ ╩₈ ᵑᵓ₉⅛╠₈ ᵑ ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ₉─ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉ ₈ ה 15₉⅛╠₈ ה
40₉⌐ ⁹
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⁷ה ╙ ╘√ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁷ ⌐⁸ ─ ⅛╠─ ╩

⁷⁷⁷⁷ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ỏ
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ה   ה
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ה   ה
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【認可時又は届出時】 【令和２年度】 【令和３年度】

重点演習（民事法理論研究）

アジア法１

兼担・ 兼担・

担当授業科目名

アジア法２※ アジア法２※

アジア法１

アジア法２※ アジア法２※

基礎演習１※

基礎演習２※

民法演習１Ａ

民法演習３Ａ

民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

５　教員組織の状況

＜人間社会科学研究科　実務法学専攻（専門職学位課程）＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

専 教授

神野　礼斉

<令和2年4月>
博士（法学）

専 教授

神野　礼斉

<令和2年4月>
博士（法学）

民法１Ａ 民法１Ａ

民法４ 民法４

基礎演習１※ 基礎演習１※

基礎演習２※ 基礎演習２※

民法演習１Ｂ 民法演習１Ｂ

重点演習（民事法１）※

担当授業科目名 担当授業科目名

教授

田村　耕一

<令和4年4月>
博士（法学）

専 教授

田村　耕一

<令和4年4月>
博士（法学）

民法３ 民法３

専 教授

油納　健一

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

油納　健一

<令和2年4月>
修士（法学）

民法１Ｂ 民法１Ｂ

民法２ 民法２

基礎演習３※ 基礎演習３※

民法演習３Ｂ 民法演習３Ｂ

重点演習（民事法１）※ 重点演習（民事法１）※

民法演習１Ａ 民法演習１Ａ

民法演習３Ａ 民法演習３Ａ

民事法総合演習※ 民事法総合演習※

重点演習（民事法２）※

重点演習（民事法理論研究）

専 教授

田村　耕一

<令和2年4月>
博士（法学）

民法３ 民法３

基礎演習１※ 基礎演習１※

基礎演習２※ 基礎演習２※

民法演習１Ａ 民法演習１Ａ

民法演習３Ａ 民法演習３Ａ

民事法総合演習※ 民事法総合演習※

重点演習（民事法２）※ 重点演習（民事法２）※

重点演習（民事法理論研究） 重点演習（民事法理論研究）

アジア法１

基礎演習１※

基礎演習２※ 基礎演習２※

重点演習（民事法２）※

アジア法１

専

専 教授

田村　耕一

<令和2年4月>
博士（法学）

基礎演習１※

専 教授

神野　礼斉

<令和2年4月>
博士（法学）

民法１Ａ

民法４

基礎演習１※

基礎演習２※

民法演習１Ｂ

重点演習（民事法１）※

専 教授

油納　健一

<令和2年4月>
修士（法学）

民法１Ｂ

民法２

基礎演習３※

民法演習３Ｂ

重点演習（民事法１）※

専 教授

田村　耕一

<令和2年4月>
博士（法学）

民法３

重点演習（民事法２）※

重点演習（民事法理論研究）

アジア法１

アジア法２※

専 教授

田村　耕一

<令和4年4月>
博士（法学）

民法３

基礎演習１※

基礎演習２※

民法演習１Ａ

民法演習３Ａ

民事法総合演習※

重点演習（民事法２）※

重点演習（民事法理論研究）

アジア法１

アジア法２※
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

会社法２ 会社法２

企業金融法

臨床法務 臨床法務

専

周田　憲二

<令和4年4月>
博士（法学）

会社法１

専 教授

片木　晴彦

<令和2年4月>
法学修士

専 教授

片木　晴彦

<令和2年4月>
法学修士

会社法１ 会社法１

会社法２ 会社法２



兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

門田　孝

<令和2年4月>
法学修士

専 教授

門田　孝

<令和2年4月>
法学修士

憲法２ 憲法２

基礎演習１※ 基礎演習１※

基礎演習２※ 基礎演習２※

基礎演習３※ 基礎演習３※

憲法演習１

憲法演習２

公法総合演習※ 公法総合演習※

重点演習（公法２）※ 重点演習（公法２）※

重点演習（公法理論研究） 重点演習（公法理論研究）

専 教授

野田　和裕

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

野田　和裕

<令和2年4月>
修士（法学）

基礎演習３※ 基礎演習３※

民法演習２Ａ 民法演習２Ａ

民法演習２Ｂ 民法演習２Ｂ

民法演習４ 民法演習４

民事法総合演習※ 民事法総合演習※

専 教授

日山　恵美

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

日山　恵美

<令和2年4月>
修士（法学）

法学概論※ 法学概論※

刑法Ｃ 刑法Ｃ

刑法Ｃ演習 刑法Ｃ演習

刑事法総合演習※ 刑事法総合演習※

刑法演習２※ 刑法演習２※

専 教授

福永　実

<令和2年4月>
修士（政治学）

専 教授

福永　実

<令和2年4月>
修士（政治学）

行政法１ 行政法１

行政法２ 行政法２

公法総合演習※ 公法総合演習※

重点演習（公法１）※ 重点演習（公法１）※

重点演習（公法２）※ 重点演習（公法２）※

専 教授

山川　和義

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

山川　和義

<令和2年4月>
修士（法学）

労働法１ 労働法１

労働法２ 労働法２

労働法演習 労働法演習

社会保障法 社会保障法

アジア法２※ アジア法２※

専
准教
授

堀田　尚徳

<令和2年4月>
博士（法学）

専
准教
授

堀田　尚徳

<令和2年4月>
博士（法学）

刑事訴訟法１ 刑事訴訟法１

刑事訴訟法２ 刑事訴訟法２

刑事訴訟法１演習 刑事訴訟法１演習

刑事訴訟法２演習 刑事訴訟法２演習

刑事法総合演習※ 刑事法総合演習※

重点演習（刑事法３） 重点演習（刑事法３）

法学概論※

専
准教
授

安永　祐司

<令和2年4月>
博士（法学）

民事訴訟法

民事手続法１

民事手続法２

民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※

民事執行保全法

専 教授

門田　孝

<令和2年4月>
法学修士

憲法２

基礎演習１※

基礎演習２※

基礎演習３※

憲法演習２

公法総合演習※

重点演習（公法２）※

重点演習（公法理論研究）

専 教授

福永　実

<令和2年4月>
修士（政治学）

行政法１

行政法２

公法総合演習※

重点演習（公法１）※

重点演習（公法２）※

専 教授

山川　和義

<令和2年4月>
修士（法学）

労働法１

労働法２

労働法演習

社会保障法

アジア法２※

専 教授

野田　和裕

<令和2年4月>
修士（法学）

基礎演習３※

民法演習２Ａ

民法演習２Ｂ

民法演習４

民事法総合演習※

専 教授

日山　恵美

<令和2年4月>
修士（法学）

法学概論※

刑法Ｃ

刑法Ｃ演習

刑事法総合演習※

刑法演習２※

専
准教
授

安永　祐司

<令和2年4月>
博士（法学）

民事訴訟法

民事手続法１

民事手続法２

民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※

民事執行保全法

専
准教
授

堀田　尚徳

<令和2年4月>
博士（法学）

刑事訴訟法１

刑事訴訟法２

刑事訴訟法１演習

刑事訴訟法２演習

刑事法総合演習※

重点演習（刑事法３）

法学概論※
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

専 講師

菊池　亨輔

<令和2年4月>
博士（法学）

専 講師

菊池　亨輔

<令和2年4月>
博士（法学）

法学概論※ 法学概論※

法的思考法 法的思考法

法理学 法理学

エクスターンシップ

ローヤリング ローヤリング

実み 教授

田上　剛

<令和2年4月>
学士（法学）

実み 教授

田上　剛

<令和2年4月>
学士（法学）

実専 教授

小濱　意三

<令和2年4月>
法学士

実専 教授

小濱　意三

<令和2年4月>
法学士

基礎演習３※ 基礎演習３※

民事法総合演習※ 民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※ 重点演習（民事法１）※

法文書作成※ 法文書作成※

民事訴訟実務基礎１ 民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２ 民事訴訟実務基礎２

模擬裁判 模擬裁判

リーガル・クリニック リーガル・クリニック

エクスターンシップ

民事訴訟実務基礎１ 民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２ 民事訴訟実務基礎２

法曹倫理２※ 法曹倫理２※

兼担 教授

河合　幸一郎

<令和2年4月>
医学博士

兼担 教授

河合　幸一郎

<令和2年4月>
医学博士

Hiroshimaから世界平和を考える
※

Hiroshimaから世界平和を考える
※

重点演習（刑事法１）※ 重点演習（刑事法１）※

重点演習（刑事法４） 重点演習（刑事法４）

法曹倫理１※ 法曹倫理１※

刑事訴訟実務基礎※ 刑事訴訟実務基礎※

法曹倫理２※ 法曹倫理２※

兼担 教授

中坪　孝之

<令和2年4月>
理学博士

兼担 教授

中坪　孝之

<令和2年4月>
理学博士

Hiroshimaから世界平和を考える
※

Hiroshimaから世界平和を考える
※

実み 教授

野田　隆史

<令和2年4月>
学士（法学）

実み 教授

野田　隆史

<令和2年4月>
学士（法学）

兼担 教授

保田　浩志

<令和2年4月>
博士（工学）

Hiroshimaから世界平和を考える※

民事法総合演習※ 民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※ 重点演習（民事法１）※

重点演習（民事法２）※ 重点演習（民事法２）※

法曹倫理１※ 法曹倫理１※

法文書作成※ 法文書作成※

兼担 教授

川野　徳幸

<令和2年4月>
博士（医学）

兼担 教授

川野　徳幸

<令和2年4月>
博士（医学）

Hiroshimaから世界平和を考える
※

Hiroshimaから世界平和を考える
※

兼担 教授

志賀　賢治

<令和2年4月＞
学士（法学）

Hiroshimaから世界平和を考える※

専 講師

菊池　亨輔

<令和2年4月>
博士（法学）

法学概論※

法的思考法

法理学

実専 教授

小濱　意三

<令和2年4月>
法学士

基礎演習３※

民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※

法文書作成※

民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２

模擬裁判

リーガル・クリニック

エクスターンシップ

ローヤリング

兼担 教授

河合　幸一郎

<令和2年4月>
医学博士

Hiroshimaから世界平和を考える
※

兼担 教授

中坪　孝之

<令和2年4月>
理学博士

Hiroshimaから世界平和を考える
※

兼担 教授

川野　徳幸

<令和2年4月>
博士（医学）

Hiroshimaから世界平和を考える
※

実み 教授

田上　剛

<令和2年4月>
学士（法学）

重点演習（刑事法１）※

重点演習（刑事法４）

法曹倫理１※

刑事訴訟実務基礎※

法曹倫理２※

実み 教授

野田　隆史

<令和2年4月>
学士（法学）

民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※

重点演習（民事法２）※

法曹倫理１※

法文書作成※

民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２

法曹倫理２※

兼担 教授

保田　浩志

<令和2年4月>
博士（工学）

Hiroshimaから世界平和を考える※
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

吉田　雄一朗

<令和2年4月>
Ph.D(Economics)

（米国） 兼担 教授

吉田　雄一朗

<令和2年4月>
Ph.D(Economics)

（米国）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

片柳　真理

<令和2年4月>
（PhD in Law）

（英国）

兼担 教授

片柳　真理

<令和2年4月>
（PhD in Law）

（英国）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

SDGsへの学問的アプローチＢ※ SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担 教授

張　峻屹

<令和2年4月>
博士（工学）

兼担 教授

張　峻屹

<令和2年4月>
博士（工学）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

吉田　修

<令和2年4月>
法学修士

兼担 教授

吉田　修

<令和2年4月>
法学修士

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

清水　欽也

<令和2年4月>
Ｐｈ．Ｄ．（米国）

兼担 教授

清水　欽也

<令和2年4月>
Ｐｈ．Ｄ．（米国）

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

兼担 教授

田中　純子

<令和2年4月>
医学博士

兼担 教授

田中　純子

<令和2年4月>
医学博士

兼担 教授

金子　慎治

<令和2年4月>
博士（工学）

兼担 教授

金子　慎治

<令和2年4月>
博士（工学）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

市橋　勝

<令和2年4月>
博士（理学）

兼担 教授

市橋　勝

<令和2年4月>
博士（理学）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

SDGsへの学問的アプローチＡ※ SDGsへの学問的アプローチＡ※

医療情報リテラシー※ 医療情報リテラシー※

兼担 教授

張　峻屹

<令和2年4月>
博士（工学）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

吉田　修

<令和2年4月>
法学修士

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

片柳　真理

<令和2年4月>
（PhD in Law）

（英国）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担 教授

吉田　雄一朗

<令和2年4月>
Ph.D(Economics)

（米国）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

田中　純子

<令和2年4月>
医学博士

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

SDGsへの学問的アプローチＡ※

医療情報リテラシー※

兼担 教授

市橋　勝

<令和2年4月>
博士（理学）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼担 教授

清水　欽也

<令和2年4月>
Ｐｈ．Ｄ．（米国）

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

森山（奥本）　美知子

<令和2年4月>
博士（医学）

兼担 教授

森山（奥本）　美知子

<令和2年4月>
博士（医学）

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

SDGsへの学問的アプローチＡ※ SDGsへの学問的アプローチＡ※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

SDGsへの学問的アプローチＡ※ SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

MAHARJAN，KESHAV LALL

<令和2年4月>
農学博士

兼担 教授

MAHARJAN，KESHAV LALL

<令和2年4月>
農学博士

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

兼担 教授

関　恒樹

<令和2年4月>
博士（文学）

兼担 教授

関　恒樹

<令和2年4月>
博士（文学）

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

兼担 教授

実岡　寛文

<令和2年4月>
農学博士

兼担 教授

実岡　寛文

<令和2年4月>
農学博士

SDGsへの学問的アプローチＡ※ SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

石田　洋子

<令和2年4月>
博士（国際協力学）

兼担 教授

石田　洋子

<令和2年4月>
博士（国際協力学）

SDGsへの学問的アプローチＡ※ SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

馬場　卓也

<令和2年4月>
博士（教育学）

兼担 教授

馬場　卓也

<令和2年4月>
博士（教育学）

兼担 教授

河合　研至

<令和2年4月>
工学博士

兼担 教授

河合　研至

<令和2年4月>
工学博士

SDGsへの学問的アプローチＢ※ SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担 教授

鈴木　由美子

<令和2年4月>
教育学博士

兼担 教授

鈴木　由美子

<令和2年4月>
教育学博士

SDGsへの実践的アプローチ SDGsへの実践的アプローチ

兼担 教授

永田　良太

<令和2年4月>
博士（教育学）

兼担 教授

永田　良太

<令和2年4月>
博士（教育学）

SDGsへの学問的アプローチＡ※ SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

小池　一彦

<令和2年4月>
博士（水産学）

兼担 教授

小池　一彦

<令和2年4月>
博士（水産学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※ SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担 教授

坂田　桐子

<令和2年4月>
博士（学術）

兼担 教授

坂田　桐子

<令和2年4月>
博士（学術）

ダイバーシティの理解※ ダイバーシティの理解※

兼担 教授

大池　真知子

<令和2年4月>
博士（人文科学）

兼担 教授

大池　真知子

<令和2年4月>
博士（人文科学）

ダイバーシティの理解※ ダイバーシティの理解※

兼担 教授

森山（奥本）　美知子

<令和2年4月>
博士（医学）

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

実岡　寛文

<令和2年4月>
農学博士

SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

石田　洋子

<令和2年4月>
博士（国際協力学）

SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

永田　良太

<令和2年4月>
博士（教育学）

SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

MAHARJAN，KESHAV LALL

<令和2年4月>
農学博士

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

兼担 教授

関　恒樹

<令和2年4月>
博士（文学）

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

兼担 教授

馬場　卓也

<令和2年4月>
博士（教育学）

Japanese Experience of Human
Development-Culture,
Education, and Health※

SDGsへの学問的アプローチＡ※

兼担 教授

坂田　桐子

<令和2年4月>
博士（学術）

ダイバーシティの理解※

兼担 教授

大池　真知子

<令和2年4月>
博士（人文科学）

ダイバーシティの理解※

兼担 教授

小池　一彦

<令和2年4月>
博士（水産学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担 教授

河合　研至

<令和2年4月>
工学博士

SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担 教授

鈴木　由美子

<令和2年4月>
教育学博士

SDGsへの実践的アプローチ
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

教授

西村　浩二

<令和2年4月>
博士（工学）

情報セキュリティ※ 情報セキュリティ※

兼担 教授

三原　直樹

<令和3年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※

兼担 教授

三須　敏幸

<令和2年4月>
博士（理学）

人文社会系キャリアマネジメン
ト

兼担 教授

西村　浩二

<令和2年4月>
博士（工学）

兼担

兼担 教授

柳原　宏和

<令和2年4月>
博士（理学）

兼担 教授

柳原　宏和

<令和2年4月>
博士（理学）

データリテラシー※ データリテラシー※

兼担 教授

工藤　美樹

<令和2年4月>
医学博士

医療情報リテラシー※

兼担 教授

久保　達彦

<令和2年4月>
博士（医学）

兼担 教授

久保　達彦

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※ 医療情報リテラシー※

兼担 教授

吉村　健一

<令和2年4月>
博士（保健学）

医療情報リテラシー※

兼担 教授

有廣　光司

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※

兼担 教授

粟井　和夫

<令和2年4月>
医学博士

医療情報リテラシー※

兼担 教授

柳原　宏和

<令和2年4月>
博士（理学）

データリテラシー※

兼担 教授

久保　達彦

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※

兼担 教授

吉村　健一

<令和2年4月>
博士（保健学）

医療情報リテラシー※

三須　敏幸

<令和3年4月>
博士（理学）

人文社会系キャリアマネジメン
ト

兼担 教授

兼担 教授

西村　浩二

<令和2年4月>
博士（工学）

情報セキュリティ※

松浦　武人

<令和3年4月>
博士（教育学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

兼担 教授

小山　正孝

<令和3年4月>
博士（教育学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

松見　法男

<令和3年4月>
博士（心理学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

柳澤　浩哉

<令和3年4月>
博士（学術）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

衞藤　吉則

<令和3年4月>
博士（教育学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

森　　玲子

<令和2年4月>
M.A(Social Science)

人文社会系キャリアマネジメン
ト
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

小林　英起子

<令和2年4月>
外国の博士号

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

小川　恒男

<令和3年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

大内田　康徳

<令和3年4月>
博士（経済学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

服巻　豊

<令和3年4月>
博士（心理学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

長谷川　博

<令和3年4月>
博士（理学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

末永　高康

<令和3年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

井上　永幸

<令和2年4月>
文学修士

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

本田　義央

<令和2年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

安嶋　紀昭

<令和2年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

森田　愛子

<令和2年4月>
博士（心理学）

兼担 教授

森田　愛子

<令和2年4月>
博士（心理学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 教授

小林　英起子

<令和2年4月>
外国の博士号

兼担 教授

小林　英起子

<令和2年4月>
外国の博士号

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 教授

宮永　文雄

<令和2年4月>
修士（法学）

兼担 教授

宮永　文雄

<令和2年4月>
修士（法学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 教授

本田　義央

<令和2年4月>
博士（文学）

兼担 教授

本田　義央

<令和2年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 教授

安嶋　紀昭

<令和2年4月>
博士（文学）

兼担 教授

安嶋　紀昭

<令和2年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 教授

井上　永幸

<令和2年4月>
文学修士

兼担 教授

井上　永幸

<令和2年4月>
文学修士

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 教授

永山　博之

<令和2年4月>
法学修士

兼担 教授

永山　博之

<令和2年4月>
法学修士

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 教授

江頭　大藏

<令和2年4月>
文学修士

兼担 教授

江頭　大藏

<令和2年4月>
文学修士

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

溝渕　園子

<令和3年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

森田　愛子

<令和2年4月>
博士（心理学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

兼担 教授

宮永　文雄

<令和2年4月>
修士（法学）

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

永山　博之

<令和2年4月>
法学修士

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

江頭　大藏

<令和2年4月>
文学修士

人間社会科学特別講義※

兼担 教授

本多　博之

<令和3年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名



兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担
准教
授

佐野　浩一郎

<令和2年4月>
博士（経済学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担
准教
授

福井　敬祐

<令和3年4月>
博士（理学）

データリテラシー※

兼担
准教
授

松嶋　健

<令和3年4月>
博士（人間・環境学）

人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

佐野　浩一郎

<令和2年4月>
博士（経済学）

兼担
准教
授

佐野　浩一郎

<令和2年4月>
博士（経済学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※ SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担
准教
授

日比野　忠史

<令和2年4月>
博士（工学）

兼担
准教
授

日比野　忠史

<令和2年4月>
博士（工学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※ SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担
准教
授

永田　忠道

<令和2年4月>
博士（教育学）

兼担
准教
授

永田　忠道

<令和2年4月>
博士（教育学）

SDGsへの実践的アプローチ SDGsへの実践的アプローチ

兼担
准教
授

（ヘイズ）櫻井　里穂

<令和2年4月>
博士(教育理論政策学)

(米国）

兼担
准教
授

（ヘイズ）櫻井　里穂

<令和2年4月>
博士(教育理論政策学)

(米国）

ダイバーシティの理解※ ダイバーシティの理解※

兼担
准教
授

長谷川　祐治

<令和2年4月>
博士（環境学）

兼担
准教
授

長谷川　祐治

<令和2年4月>
博士（環境学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※ SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担
准教
授

木下　博義

<令和2年4月>
博士（教育学）

兼担
准教
授

木下　博義

<令和2年4月>
博士（教育学）

SDGsへの実践的アプローチ SDGsへの実践的アプローチ

兼担
准教
授

森野　豊之

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※

兼担
准教
授

大上　直秀

<令和2年4月>
博士（医学）

兼担
准教
授

大上　直秀

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※ 医療情報リテラシー※

兼担
准教
授

宮尾　淳一

<令和2年4月>
工学博士

データリテラシー※

兼担
准教
授

伊森　晋平

<令和2年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

奈良　勝司

<令和2年4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

奈良　勝司

<令和2年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

牧野　恵美

<令和2年4月>
PhD (Management)　　　(米国)

兼担
准教
授

牧野　恵美

<令和2年4月>
PhD (Management)　　　(米国)

アントレプレナーシップ概論 アントレプレナーシップ概論

兼担
准教
授

後藤　雄太

<令和2年4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

後藤　雄太

<令和2年4月>
博士（文学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

（ヘイズ）櫻井　里穂

<令和2年4月>
博士(教育理論政策学)

(米国）

ダイバーシティの理解※

准教
授

日比野　忠史

<令和2年4月>
博士（工学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担
准教
授

長谷川　祐治

<令和2年4月>
博士（環境学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼担
准教
授

木下　博義

<令和2年4月>
博士（教育学）

SDGsへの実践的アプローチ

兼担
准教
授

牧野　恵美

<令和2年4月>
PhD (Management)(米国)

アントレプレナーシップ概論

兼担
准教
授

永田　忠道

<令和2年4月>
博士（教育学）

SDGsへの実践的アプローチ

兼担
准教
授

兼担
准教
授

大上　直秀

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※医療情報リテラシー※医療情
博士（医学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

佐
博士（医学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※授



兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

医療情報リテラシー※

兼担
准教
授

大河内　治

<令和2年4月>
Ｐｈ．Ｄ．（経済学）

（ニューヨーク州立大学バッ
ファロー校）

兼担
准教
授

大河内　治

<令和2年4月>
Ｐｈ．Ｄ．（経済学）

（ニューヨーク州立大学バッ
ファロー校）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

上手　由香

<令和2年4月>
博士（心理学）

兼担
准教
授

上手　由香

<令和2年4月>
博士（心理学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

中矢（諏訪）　礼美

<令和2年4月>
博士（教育学）

兼担
准教
授

中矢（諏訪）　礼美

<令和2年4月>
博士（教育学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 講師

金　宰ウク

<令和2年4月>
博士（経営学）

兼担 講師

金　宰ウク

<令和2年4月>
博士（経営学）

人間社会科学特別講義※ 人間社会科学特別講義※

兼担 講師

畑　浩人

<令和2年4月>
修士（法学）

兼担 講師

畑　浩人

<令和2年4月>
修士（法学）

法社会学 法社会学

兼担 講師

岩沢　和男

<令和2年4月>
理学博士

兼担 講師

岩沢　和男

<令和2年4月>
理学博士

情報セキュリティ※ 情報セキュリティ※

兼担 講師

三木　大樹

<令和2年4月>
博士（医学）

兼担 助教

北梶　陽子

<令和2年4月>
博士（文学）

兼担 助教

北梶　陽子

<令和2年4月>
博士（文学）

ダイバーシティの理解※ ダイバーシティの理解※

兼担 助教

渡邉　英伸

<令和2年4月>
博士（学術）

兼担 助教

渡邉　英伸

<令和2年4月>
博士（学術）

情報セキュリティ※ 情報セキュリティ※

助教

RAMASAMY SARAVANAKUMAR

<令和3年4月>
博士（数学）（インド）

兼担 講師

三木　大樹

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※

兼担 講師

金　宰ウク

<令和2年4月>
博士（経営学）

人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

大河内　治

<令和2年4月>
Ｐｈ．Ｄ．（経済学）

（ニューヨーク州立大学バッ
ファロー校）

人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

上手　由香

<令和2年4月>
博士（心理学）

人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

中矢（諏訪）　礼美

<令和2年4月>
博士（教育学）

人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

杉浦　義典

<令和3年4月>
博士（教育学）

人間社会科学特別講義※

データリテラシー※

兼担

兼担 講師

畑　浩人

<令和2年4月>
修士（法学）

法社会学

兼担 助教

北梶　陽子

<令和2年4月>
博士（文学）

ダイバーシティの理解※

兼担 助教

赤瀬　大

<令和3年4月>
博士（理学）

データリテラシー※

兼担

滝沢　潤

<令和3年4月>
博士（教育学）

人間社会科学特別講義※

兼担
准教
授

准教
授

伊藤　奈保子

<令和3年4月>
博士（学術）

人間社会科学特別講義※
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 助教

古川　昌文

<令和3年4月>
文学修士

人間社会科学特別講義※

助教

服部　　稔

<令和2年4月>
博士（学術）

ストレスマネジメント

兼任 教授

田邊　誠

<令和2年4月>
法学修士

兼任

兼担

兼任 教授

小笹　晃太郎

<令和2年4月>
博士（医学）

兼任 教授

小笹　晃太郎

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※ 医療情報リテラシー※

兼任 教授

田中　剛

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※

民事訴訟法

民事手続法１

民事手続法２

民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※

民事執行保全法

兼任 教授

芥川　宏

<令和2年4月>
法学士

兼任 教授

芥川　宏

<令和2年4月>
法学士

重点演習（公法２）※ 重点演習（公法２）※

兼任 教授

阿部　伸一

<令和2年4月>
学士（工学）

医療情報リテラシー※

兼任 教授

原田　淳

<令和2年4月>
博士（工学） 兼任 教授

原田　淳

<令和2年4月>
博士（工学）

ストレスマネジメント ストレスマネジメント

理工系キャリアマネジメント 理工系キャリアマネジメント

兼任 教授

風呂橋　誠

<令和2年4月>
法学士

兼任 教授

風呂橋　誠

<令和2年4月>
法学士

消費者法 消費者法

兼任 教授

廣瀬　裕亮

<令和2年4月>
学士（法学）

兼任 教授

廣瀬　裕亮

<令和2年4月>
学士（法学）

刑事訴訟実務基礎※ 刑事訴訟実務基礎※

兼任 教授

川﨑　信文

<令和2年4月>
法学修士

兼任 教授

川﨑　信文

<令和2年4月>
法学修士

政治学 政治学

兼担 助教

服部　　稔

<令和2年4月>
博士（学術）

ストレスマネジメント

教授

森　　玲子

<令和3年4月>
M.A(Social Science)

兼任 教授

原田　淳

<令和2年4月>
博士（工学）

ストレスマネジメント

理工系キャリアマネジメント

兼任 教授

芥川　宏

<令和2年4月>
法学士

重点演習（公法２）※

兼任 教授

小笹　晃太郎

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー※

兼任 教授

阿部　伸一

<令和2年4月>
学士（工学）

医療情報リテラシー※

兼任 教授

竹内　正興

<令和3年4月>
博士（教育学）

人文社会系キャリアマネジメン
ト

人文社会系キャリアマネジメン
ト

兼任 教授

廣瀬　裕亮

<令和2年4月>
学士（法学）

刑事訴訟実務基礎※

兼任 教授

川﨑　信文

<令和2年4月>
法学修士

政治学

兼任 教授

風呂橋　誠

<令和2年4月>
法学士

消費者法
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 教授

西原　大輔

<令和3年4月>
博士（学術）

人間社会科学特別講義※

兼任 教授

並川　雄一

<令和2年4月>
法学士

兼任 教授

並川　雄一

<令和2年4月>
法学士

不動産登記法 不動産登記法

民事訴訟実務基礎１ 民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２ 民事訴訟実務基礎２

兼任 教授

原田　武彦

<令和2年4月>
法学士

兼任 教授

原田　武彦

<令和2年4月>
法学士

債権回収法 債権回収法

兼任 教授

板倉　集一

<令和2年4月>
法学修士 兼任 教授

板倉　集一

<令和2年4月>
法学修士

兼任 教授

中林　啓一

<令和2年4月>
修士（法学）

兼任 教授

中林　啓一

<令和2年4月>
修士（法学）

国際私法・取引法 国際私法・取引法

兼任 教授

藤本　利一

<令和2年4月>
博士（法学）

兼任 教授

藤本　利一

<令和2年4月>
博士（法学）

倒産処理法１ 倒産処理法１

知的財産法１ 知的財産法１

知的財産法２ 知的財産法２

兼任 教授

岩元（菅尾）　裕介

<令和2年4月>
博士（法学）

兼任 教授

岩元（菅尾）　裕介

<令和2年4月>
博士（法学）

民事法総合演習※ 民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※ 重点演習（民事法１）※

法文書作成※ 法文書作成※

兼任
准教
授

　村岡　亮

<令和2年4月>
法学士

兼任
准教
授

　村岡　亮

<令和2年4月>
法学士

税法 税法

兼任
准教
授

　大島　義則

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

兼任
准教
授

　大島　義則

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

公法実務基礎※ 公法実務基礎※

兼任 教授

小梁　吉章

<令和2年4月>
博士（法学）

兼任 教授

小梁　吉章

<令和2年4月>
博士（法学）

倒産処理法２ 倒産処理法２

兼任
准教
授

　仲田　誠一

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

兼任
准教
授

　仲田　誠一

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

税法 税法

兼任
准教
授

　伊藤　建

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

兼任
准教
授

　伊藤　建

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

公法実務基礎※ 公法実務基礎※

兼任 教授

並川　雄一

<令和2年4月>
法学士

不動産登記法

兼任 教授

原田　武彦

<令和2年4月>
法学士

債権回収法

兼任 教授

板倉　集一

<令和2年4月>
法学修士

知的財産法１

知的財産法２

公法実務基礎※

岩元（菅尾）　裕介

<令和2年4月>
博士（法学）

民事法総合演習※

重点演習（民事法１）※

法文書作成※

民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２

兼任 教授

中林　啓一

<令和2年4月>
修士（法学）

国際私法・取引法

兼任 教授

藤本　利一

<令和2年4月>
博士（法学）

倒産処理法１

兼任 教授

小梁　吉章

<令和2年4月>
博士（法学）

倒産処理法２

兼任
准教
授

　仲田　誠一

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

税法

兼任
准教
授

兼任 教授

志賀　賢治

<令和3年4月＞
学士（法学）

Hiroshimaから世界平和を考える※

兼任 教授

　大島　義則

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

公法実務基礎※

兼任
准教
授

　伊藤　建

<令和2年4月>
法務博士（専門職）
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兼担・ 兼担・

担当授業科目名

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

講師

隈元　美穂子

<令和2年4月>
修士（経営開発学）

（米国）

兼任 講師

隈元　美穂子

<令和2年4月>
修士（経営開発学）

（米国）

SDGsへの学問的アプローチA※ SDGsへの学問的アプローチA※

兼任 講師

川本　亮之

<令和2年4月>
学士（社会学）

SDGsへの学問的アプローチB※

兼任 講師

　三角　幸子

<令和2年4月>
修士（経営学）

Japanese Experience of Social
Development- Economy,
Infrastructure, and Peace※

兼任

兼任 講師

原山　優子

<令和2年4月>
博士（教育学）（経済学）

SDGsへの学問的アプローチＢ※

兼任 講師

隈元　美穂子

<令和2年4月>
修士（経営開発学）

（米国）

SDGsへの学問的アプローチA※

兼任 講師

STYCZEK URSZULA MARIA

<令和3年4月>
博士（学術）

Hiroshimaから世界平和を考え
る※
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

Ʊ ŬƱʣ ŪƱɵƱ ūƱǵֻ

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

Ʊ ŭƱ ǵ ǲᾍǠȒ ᴣ ̑

= = 0 ％
0
16

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

Ʊ ūƱᾐ̑ ᴣ ̑ǵ ֗Ǻ♥̑ Ϲ

0自由

人
科目

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計 0

0

該当なし

番　号

ᾐ̑ ᴣ ̑ ǵ

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

必修 0 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

Ʊ ŪƱᾐ̑ ᴣǵᾦ̑ ᾦ̑ ǵ ֗Ǻ♥̑ Ϲ

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

選択

自由

科目 必修 0

0 科目

選択 科目

0 自由 0

必修

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修必修

Ʊ ŮƱ̉ᴇ1₴↓Ḹף ǒȐƲ Ǧǲ ̑ ǞǦᾐ̑ ᴣ ǵ

0 人

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

ᾐ̑ ᴣ˧̈ǲ͜ȒƼẎἶǵ ƽ֗ǺƼἶ ǿǵק ƽ

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

Ʊ ůƱὑ₴ǲȏȑ ǞǦᾐ̑ ᴣǲᾍǠȒ♥̑ Ϲ

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和元年）

　専門教育と学際的教育の
質保証並びに双方による相
乗効果については，各授業
科目を充実させることとし
ている。(2)

　研究科長室会議や学務委
員会と連携して機能する
「共通科目実施委員会」を
研究科内に設置した。
　委員会においては，担当
教員の声や学生による授業
改善アンケート結果に基づ
いて改善点を提起し，本研
究科の目的を達成するよう
な大学院共通科目のあり方
を整理した。また，大学院
共通科目の実施に伴う学際
的教育の効果を検証した。
　なお，整理・検証した結
果は，全学の関連部署に報
告した。

専門教育と学際的教育の
質保証並びに双方による相
乗効果については，各授業
科目を充実させている。(3)

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

改善事項 履行済

同一研究科内で、実務
法学プログラムの英語
名称のみ「Program
in」を使用しており統
一性が無く、誤解を招
く表現でもあるため適
切に改めることが望ま
れる。（助言事項）

　「Program for Law
Practice Professionals」
に変更した。
　同じ専門職学位プログラ
ムである教育開発プログラ
ムとの統一性を図った。(2)

　研究科長室会議や学務委
員会と連携して機能する
「共通科目実施委員会」を
研究科内に立ち上げる。大
学院共通科目についても，
必要に応じて検討し，その
充実に向けた要望等を，全
学の関連部署に提出する。
(2)

改善事項 履行済

教員の年間最大担当単
位数の上限を設定する
など、単位数ととも
に、実習指導の時間も
含めて、教員負担が過
度にならないように努
めること。（助言事
項）

本専攻教員の最大担当単位
数は、年間約9単位であり、
教員負担が過度にならない
よう配慮している。(2)

遵守事項 履行済

大学院共通科目が本研
究科の目的を達成する
ように、教育内容の充
実や質の向上に努める
こと。なお、各学問分
野の専門性の質ととも
に、学際的にすること
による教育効果並びに
専門教育と学際的教育
を実施することによる
相乗効果について担保
すること。

　本研究科の2つのミッショ
ン，すなわち「人間と社会
のための諸科学の追求」と
「教育による持続可能で平
和な世界の構築を目指す」
に沿った人材育成の観点か
ら，個々の学生にとって必
要な大学院共通科目の履修
を指導している。授業で
は，「異分野の学生が同じ
場で学ぶ機会」を提供して
いる。
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年）

該当なし

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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　　①人間社会科学研究科長室会議（構成員：13名）

　　②実務法学専攻教員会（構成員：20名）

　　①令和2年度：13回開催（概ね全員出席）

　　②令和2年度：25回開催（概ね全員出席）

②　実施状況

　ｂ　実施方法

　　・　学生による授業改善アンケート

　ｃ　委員会の審議事項等

　　①管理運営面での重要事項

　　②教務・学生生活，入学試験，広報，ＦＤ，自己点検・評価，国際交流・研究推進，その他教育活動，研究活動及
　　　び社会貢献活動に関する事項

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・学生によるアンケート結果に基づき，授業の改善を図る。

　　・　全学ＦＤ研修会

　　・　新任教員のための研修会

　　・　実務法学専攻独自で実施するＦＤへの参加（専攻内専任教員対象）

　　・　教員相互に授業を参観

　　・　全学で実施するＦＤへの参加

　　・　全学で実施する新任教員研修プログラムへの参加

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　実務法学専攻ＦＤについては，令和２年度は，月１回程度，実務法学専攻教員会のあとに実施を予定していたが，
新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応として，実務法学専攻教員会をオンラインで，また，オンラインでの授業の
準備等のため可能な限り短時間で行ったこともあり４回の実施にとどまった。
　　ＦＤ実施日　令和２年７月20日　　教員19人参加
　　　　　　    令和２年８月31日　　教員18人参加
　　　　　　    令和２年12月14日　　教員19人参加
　　　　　　    令和３年２月22日　　教員18人参加
　　オンラインでの授業提供に係る情報交換・共有は，実務法学専攻教員会においても随時行った。

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　・全学で実施する授業改善アンケートにより毎学期（ターム）終了時に実施した。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　ａ　実施内容

　　・　実務法学専攻教育方法等改善研修会（ＦＤ）

　　・　教員相互の授業参観

　　・授業担当教員及び受講学生へは，学生情報システムを活用することにより集計結果の閲覧が可能となっている。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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①　体制

　　（5月1日現在の委員名簿も添付してください。委員に変更がある場合は、その内容と各区分を踏まえた委員構成で

　　　あることを説明してください。併せて、別途委員名簿を変更内容が分かるよう加筆の上、提出してください。）

　　（意見交換）
　　１．コロナ禍での対応について
　　２．法曹養成連携協定について

　　特になし

　　(1)　授業科目の開発及び開設その他の教育課程の編成に関する基本的な事項。

　　(2)　授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項。

　　(3)　その他研究科の教育課程及びその自己点検・評価に関する重要事項。

　ｄ　その他

　　　

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　　特になし

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　　　令和３年３月９日に実施した。
　　　令和３年度は９月と２月に開催予定。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　次に掲げる事項について，学長の諮問に応じて意見を述べる。

　　　令和２年４月１日に，広島大学大学院人間社会科学研究科実務法学専攻教育課程連携協議会を設置した。
　　　一部の委員が人事異動により交代した。（別紙参照）

　ａ　委員会の設置状況

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　〕

　　・大学機関別認証評価（令和５年度）　受審予定

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（４） 自己点検・評価等に関する事項

　ａ　公表（予定）時期

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・法科大学院認証評価（令和５年度）　受審予定

　　設置時の計画どおり順調に履行している。引き続き，設置の趣旨・目的に沿って教育・研究活動を推進して行く。

②　自己点検・評価報告書

　ｂ　公表方法

　　・大学の公式ウェブサイトへ掲載予定

　　　法科大学院の認証評価の時期に合わせて，自己評価書を作成するとともに，その評価結果を公表する。
　　　令和２年度は，令和５年度に受審する法科大学院認証評価の評価項目に基づき，認証評価に必要なデータ・
　　根拠資料等を収集した。

　　・認証評価結果公表後１ヶ月以内
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別紙 

広島大学大学院人間社会科学研究科実務法学専攻教育課程連携協議会 名簿 

 

任期：令和２年４月１日～令和４年 3 月 31 日（２年間） 

令和３年５月１日現在 

氏名 所属・役職名 
構成員 

区分 

秋野 成人 広島大学大学院人間社会科学研究科実務法学専攻 専攻長 教授 教職員 

門田 孝 広島大学大学院人間社会科学研究科実務法学専攻 副専攻長 教授 教職員 

谷井 智 
日本弁護士連合会法科大学院センター 副委員長 

広島弁護士会 弁護士（鯉城総合法律事務所 所属） 

職業 

地域 

犬飼 俊哉 広島弁護士会 弁護士（兒玉法律事務所 所属） 地域 

木下 美樹生 

石津 文康 
広島県総務局総務課 政策監（令和３年４月１日着任） 

地域 

川本 賢一 中国電力株式会社 コンプライアンス推進部門 担当部長 その他 

三輪 淳之  

パナソニック株式会社 理事 

リーガルセンター所長（ライフソリューションズカンパニー 担当） 

（兼任）本社 法務・コンプライアンス本部 国際取引管理部長（～

令和３年１月 31 日） 

大阪国際大学経営経済学部経済学科 教授（令和３年４月１日～） 

その他 

宇藤 崇  神戸大学大学院法学研究科 実務法律専攻 教授 その他 

 




